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健康長寿社会実現に向けた
未病予測・管理システムの構築
KEYWORDS　未病、唾液、微小循環機能

超高齢社会の日本において、「未病」の改善が高齢者における健康の管理・維持向上のために必要で
あると考えています。唾液成分と微小循環機能の解析により未病を総合的に評価することで、健康寿命
延伸に向けて、高齢者の全身管理の体制基盤を形成し、自立支援対策を推進するための研究を行って
います。

■ 血液に代わる唾液検査の開発
■ 微小循環機能と全身疾患との関係
■ 唾液・微小循環機能を応用した新規評価法の確立
■ 全身疾患における唾液マーカーの探索
■ 微小循環機能解析による全身疾患・口腔疾患のスクリーニング検査
■ 未病予防のための微小循環検査法の開発

研究テーマの特徴、アピールポイント

超高齢社会を迎えた日本では、【平均寿命
＝健康寿命】を目標として、高齢者の
QOLを維持・向上することで介護の必要
のない自立した高齢者を増やし、健康長
寿社会の実現を目指す必要があります。
近年、病気と健康の「二分論」の概念では
捉えない「未病」が注目されており、健康
と病気を連続的に捉え、その変化の過程
を表す概念として、国が掲げた「健康・医療
戦略（第二期：令和2年度）」においても
盛り込まれているが、医療従事者の介入
による客観的予測・管理システムは未だ
確立されていません。
本研究では、神奈川県が未病改善の
ための「未病指標」として導入している
生活習慣・生活機能・認知機能・ストレス
の4項目に注目し、唾液と微小循環機能
から総合的評価ができないか、動物実験
とヒトを対象とした研究から検討を行って
います。
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